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	応用
	抗原情報
	背景
	L-グルタミン酸は中枢神経系の主要な興奮性神経伝達物質であり、イオンチャネル型および代謝型グルタミン酸受容体の両方を活性化します。グルタミン酸作動性神経伝達は正常な脳機能のほとんどの側面に関与しており、多くの神経病理学的状態では障害を受ける可能性があります。代謝型グルタミン酸受容体はGタンパク質共役受容体のファミリーであり、配列相同性、推定シグナル伝達機構、および薬理学的特性に基づいて3つのグループに分類されています。グループIにはGRM1とGRM5が含まれ、これらの受容体はホスホリパーゼCを活性化することが示されている。グループIIにはGRM2とGRM3が含まれ、グループIIIにはGRM4、GRM6、GRM7、およびGRM8が含まれます。グループIIおよびIIIの受容体は、環状AMPカスケードの阻害に関連していますが、アゴニスト選択性が異なります。この遺伝子については、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	C6（1）細胞溶解物に対するGRM8マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	GRM8 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した SK-N-SH 細胞のフローサイトメトリー分析。

